第33回フレンドシップキャンプ　通しユニット会ケースワーク資料　　　　　　　　　作成：青木治雄（のびた）


ケースワーク①
	Scene；1　間がもたない！　（お弁当を食べ）開村式が終わった最初のグループタイム。だるそうなメンバー、緊張感がとけないメンバーもいて、会話が続かない。合間にシーン。なんか気まずい。

· このＧに入ったPＬのあなたはどうはたらきかけよう？

· このグループのＧＬであるあなたはどうはたらきかけよう？（PＬとどう連携しよう?）　　　　　　

	あなたが考える対応
	

	ＧＬは「どうして」を考えよう。なぜ間がもたないのか。本人なりに考えているのか、まだ緊張があるのかなどその理由。背景をたどることなしにメンバーの気持ちには寄り添えません。

PＬはいくつかの引き出しをもって子どもたちに関わりましょう。質問もいいけど、拡がりをもつような質問を心がけてください。（Ｂｙ　うるし）

　自己紹介を取り入れたレク（名前をよびあうキャッチボールやフリスビー）や、リーダー自身の面白エピソードなど、小ネタ、小レクを用意する
	


	Scene；2　のってない！　さて事前に検討して、そのユニットタイム本番。みんな楽しそうにしているのに、ひとり歌っていない子（健常児男子）がいる。どうものってない。輪の外に出てきてしまった。ＧＬも気付いているみたいだけど…。　

· この場に気付いたPＬのあなたはどうはたらきかけよう？

このグループのＧＬであるあなたはどうはたらきかけよう？（PＬとどう連携しよう?）　　　

	あなたが考える対応
	

	何がなんでも輪の中に入れようとしないこと。輪から外れるのは、その子なりのサイン・アピールなのだから、まずはそれを受け入れないといけません。基本的にはＧＬが対応するのがいいと思います。

PＬとしては、あまり気にかけすぎず無視しすぎず、といったところ。ＧＬがその子のフォローに行ったら他のメンバーのところに誰かがいてあげることが重要です。


	


	Scene；3　夜おうちにかえりたい。。。。　みんなベッドに入っていよいよ一日目も終わり、ＧＬが夜のリーダー会へ行こうとしているとき、あるメンバーが「おうちに帰りたい」「お母さんに会いたい」と言って泣き出しました。

＊　このＧに入ったPＬのあなたはどうはたらきかけよう？

＊　このグループのＧＬであるあなたはどうする？（PＬとどう連携しよう?）　

	あなたが考える対応
	

	ＧＬ・PＬは夜のリーダー会に参加する必要があります。それとともに不安を抱いているメンバーに寄り添い、安心感をもってもらうことも重要です。就寝中という状況ならば、他のメンバーが気になって眠れなくならないように配慮することも必要です。外に出て、気分転換するのも良いでしょう。打ち合わせのためにリーダー会に行かなければならない場合は、電話などでPSを呼ぶのも良いでしょう。もし、あなたが“夜のリーダー会中にキャビンに滞在する”係ならば、その場を安易に離れないで、PSを電話で呼んだり、あとでUSやリーダーから夜のリーダー会の情報を聞きましょう。
	

	Scene；4　先に行っちゃう！　起床時のしたくのとき。障害のあるメンバーの着替えがなかなか終わらない。朝の集いの時間が迫る！　自分のことを先に済ませた健常のメンバーが「もう行っていい？」

「先いっていい？」とせかしている。ＧＬは一団となって歩きたいみたいだけど・・。

＊　このＧに入ったPＬのあなたはどうはたらきかけよう？

このグループのＧＬであるあなたはどうはたらきかけよう？（PＬとどう連携しよう?）　　　　

	あなたが考える対応
	

	PLはＧＬの思いに寄り添うようなサポートを。みんなで行きたいのなら、そうなるような援助をしてあげてください。ヘンに遊んでごまかしたりせずに、子どもにどうあってほしいかを伝える大切な場なのだから、きちんと向き合いましょう。
⇒要は、そのときのグループの目標や方針によるってことです。グループでの活動を重視するなら、PLや手のあいたリーダーが健常マンバーと一緒にキャビン付近で、他のメンバーを待つべきです。逆に、グループのその時の方針によっては、健常メンバーのフラストレーションを解消するため、PLと一緒に先に朝つどに行っているという選択もあり得ます。（おすすめはしませんが・・・）

いずれにしろ、常にリーダーが付いて、メンバーだけしかいない状況にならないようにしましょう。
	


	Scene；5　ペースが合わない！　グループタイム。クラフトで、楽器づくりをしている。みなで作ったいくつかの楽器（空き缶の加工など）で、ユニットタイムの歌のときに鳴らす・・とのアイディアにメンバーも乗り気。でも、夢中になったメンバーがどんどん先に作っちゃう。「これ穴開けるよ」「色塗るよ」ＧＬは介助が要る子やコニュニケーションの難しい子につきっきり。このままだと一部の子だけで、あらかた作ってしまいそう。

· このＧに入ったPＬのあなたはどうはたらきかけよう？

このグループのＧＬであるあなたはどうはたらきかけよう？（PＬとどう連携しよう?）

	あなたが考える対応
	

	すべての子どもが1人ひとつの楽器を作れるようにサポートすること。たくさん作れる子は作ってもいいと思う。ただムダに多く作るのでなければね。リーダーは子どもに手伝って欲しければ、そのことを言えばいい。また、こういう作業だとＧＬがメンバー全員を“みること”が難しいことがあるので、PＬはＧＬがそれをできるようにフォローすること。また、メンバーのスキルに合わせて役割分担することも良いでしょう。野外調理でもそうですが、自分のできることで（適宜サポートを入れて）全体に貢献できるよう計画していくことも大切です。しかし、細かい対応は、そのクラフトを行う目的によって違います。
次のケースも関連するので是非チェック！

	


	Scene；6　続・ペースが合わない！(難)　グループタイムでクラフト楽器づくりをしたものの、障害をもったメンバーが思うように健常メンバーと協力して楽器をつくることができず、イライラ落ち込みモード。また、ある健常のメンバーが終わったあと皆の前で一言「××ちゃん（障害メンバー）と一緒だとうまくできないよ」。思わずの本音にＧＬはたじたじ。

· この場に入ったPＬのあなたはどうはたらきかけよう？

· このグループのＧＬであるあなたはどうはたらきかけよう？（PＬとどう連携しよう?）

	あなたが考える対応
	

	グループでクラフトをつくる目的はなんだったのでしょう？もし、メンバーの関係を良くするためやコミュニケーションを促進するために、このプログラムを行うのであれば、協力して全員が作れるように工夫して計画する必要があります。このケースのように、メンバー本人から不満の声が上がった場合は、目的に合わせて、「ではどうしたら、みんな一緒にできるかな？」た「みんなが完成させることができるよう○○君も手伝って」と促す必要があります。また、あらかじめ能力に合わせて役割分担する必要があるでしょう。一人の力でクラフトを完成させることに重きを置いているのであれば、また対応は違ってきます。PL、GL間でその時のプログラムの目的（ねらい）をしっかり共有しておく必要があります。統合キャンプという性質上、能力の差が生活の中で現れることは良くありますが、その差は隠すものではなく、受け入れ、工夫して乗り越えていくものだと思います。こういう状況こそ、FCの真価が問われますね！こういう一見残酷な子供の発言は、ある意味では、障害や健常に気を使わない、対等なやりとりだと思います。こんなボーダーレスな子供の感性を良い方向に促し、建設的な関係性につなげていきたいものです。

	

	Scene；7　お風呂へ行きたいのに！　さあ、これからお風呂です。いざグループがキャビンからお風呂へ向かうのに、PＬの手が足りなくて車椅子メンバーが移動できず、お風呂に行くことができません。「あれえ、PＬ達は先に荷物持って行っちゃたかな・・・。」ＧＬはPＬの動きを把握できていないみたいです。

· PＬのあなたは事前にどうすればよかったでしょう？

· このグループのＧＬであるあなたはどうしましょう？（PＬとどう連携しよう?）

	あなたが考える対応
	

	♨PＬはPＬ同士で「何をするために、何処へ行くのか」を伝えあうように心がけましょう。また、PＬはプログラムの見通しをもち、グループに必要な人員の調整をＧＬと行いましょう。

	


	Scene；8　お風呂で情報不足！　お風呂で。浴室では、特に女の子のメンバーのリクエストが細かくて、介助に時間がかかりがち。リーダーも一緒にお話しながらだと、自分のお風呂（体・頭洗う）が

ややのんびりぢがち。そのうちに次のグループが脱衣所に入ってきた。やがて脱衣所は、今から脱ぐ子と、これから着る子で満員状態。狭いし、むしあついし、みんなぐったり。　

· この場に入ったPＬのあなたはどうはたらきかけよう？

· このグループのＧＬであるあなたはどうはたらきかけよう？（PＬとどう連携しよう?）　

	あなたが考える対応
	

	きちんと段取りをしておくことが絶対。あと子どもにも説明をしておくこと。協力を求めること。リーダーだけでやろうとすることはない。

⇒　入浴介助は、PLとGLで役割が異なります。現トレでの練習を思い出してください。中心となるGLを一人決めます。GLのうち１人はできるだけ早く入浴を終え、残りのGLやPL、ヘルプのPSに指示を出してください。また、中心となるGLは早く出たメンバーと一緒に待っているのも大切な欲目です。


	


	Scene；9　間に合わない！　グループの時間から食堂へ向かうことが多い、夕食はどうしてもおくれがちになる。Ａグループは、お風呂上りにはじまったバドミントンがはやりだして、気付いたら広場にいるのに、5分前！　Ｂグループは風呂上りの荷物整理の間に、メンバーがばらけてしまって、人数確認をしているうちに、ＧＬは「食事当番」だったことを忘れてしまった。ＰＳより催促が来てしまった。

· この場に入ったPＬのあなたはどうはたらきかけよう？

＊　このグループのＧＬであるあなたはどうはたらきかけよう？（PＬとどう連携しよう?）　

	あなたが考える対応
	

	PＬは“時間軸”というものを忘れてはいけない。そこから外れないようにグループを、ＧＬを支えていくのがPＬ。一緒になってのめりこんでタイムキープを忘れるようではＵＬとして問題ですね。PＬすなわちユニットリーダーというのは、ユニットの流れに子どもたちが入りやすくなるように側面から子どもを支えるリーダーだと思う。


	





